実　務　経　験　証　明　書
下記の者は、下記のとおり実務の経験を有することに相違ないことを証明します。

　　　年　　　月　　　日
所在地
証明者　商号又は名称

代表者氏名　　　　　　　　　　　　印

記

	技術者の氏名
	
	生年月日
	
	使用された

期　　　間
	年　月から

	使用者の商号
又  は  名  称
	
	
	年　月まで

	工事種別
	工事に関する実務の経験を有する。

	法該当区分

(該当する区分に○)
	イ　建設業法第7条第2号イ(高校の関連学科卒業後5年以上又は大学の関連学科卒業後3年以上の実務経験者)

ロ　建設業法第7条第2号ロ（10年以上の実務経験者）

	学歴
	卒業年月
	学　校　名
	専攻科目

	
	年　　月
	
	

	職名
	実　務　経　験　の　内　容
	実 務 経 験 年 数

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	証明者と被証明者との関係
	
	合計　　満　　年　　月


記載要領

1. 学歴は、本証明書記載の技術者が、建設業法第7条第2号イに該当する場合のみ記入すること。

2. 工事種別の欄は、実務経験を証明する建設業に係る建設工事の種類を記載すること。

3. 「実務経験の内容」の欄は、従事した主な工事名等を具体的に記載すること。

実　務　経　験　証　明　書

下記の者は、下記のとおり実務の経験を有することに相違ないことを証明します。

　　　年　　　月　　　日
所在地　与謝野町字○○１２３番地

証明者　商号又は名称　株式会社　○○建設

代表者氏名　代表取締役　○○　○○　印

記

	技術者の氏名
	与謝野　太郎
	生年月日
	S46.7.10
	使用された

期　　　間
	Ｈ１２年４月から

	使用者の商号
又  は  名  称
	株式会社　○○建設
	
	Ｈ２６年１０月まで

	工事種別
	土　木　工事に関する実務の経験を有する。

	法該当区分

(該当する区分に○)
	イ　建設業法7条第2号イ(高校の関連学科卒業後5年以上又は大学の関連学科卒業後3年以上の実務経験者)

 eq \o\ac(○,ロ)　建設業法7条第2号ロ（10年以上の実務経験者）

	学歴
	卒業年月
	学　校　名
	専攻科目

	
	年　　月
	
	

	職名
	実　務　経　験　の　内　容
	実 務 経 験 年 数

	工事主任
	町道○○線道路改良工事　他５件
	H12年5月から
	H13年3月まで

	工事主任
	府道○○線道路改良工事　他３件
	13年5月から
	14年2月まで

	工事主任
	町道○○線道路改良工事　他２件
	14年5月から
	15年3月まで

	工事主任
	○○地区面整備工事　他６件
	15年5月から
	16年3月まで

	工事主任
	町道○○線道路改良工事　他５件
	16年6月から
	17年3月まで

	工事主任
	○○地区面整備工事　他４件
	17年5月から
	18年2月まで

	工事主任
	○○地区道路新設工事　他６件
	18年5月から
	19年3月まで

	工事主任
	○○河川災害復旧工事　他３件
	19年5月から
	20年3月まで

	工事主任
	○○地区面整備工事　他８件
	20年6月から
	21年3月まで

	工事係長
	府道○○線道路改良工事　他４件
	21年5月から
	22年3月まで

	工事係長
	○○地区道路新設工事　他６件
	22年5月から
	23年3月まで

	工事課長補佐
	○○地区防火水槽新設工事　他４件
	23年6月から
	24年3月まで

	工事課長補佐
	町道○○線道路改良工事　他５件
	24年5月から
	25年3月まで

	工事課長
	○○地区面整備工事　他８件
	25年6月から
	26年3月まで

	工事課長
	町道○○線道路改良工事　他３件
	26年5月から
	26年10月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	証明者と被証明者との関係
	雇用主と社員
	合計　　満　11年　7月


記載要領

1. 学歴は、本証明書記載の技術者が、建設業法第7条第2号イに該当する場合のみ記入すること。
2. 工事種別の欄は、実務経験を証明する建設業に係る建設工事の種類を記載すること。
3. 「実務経験の内容」の欄は、従事した主な工事名等を具体的に記載すること。
実　務　経　験　証　明　書

下記の者は、下記のとおり実務の経験を有することに相違ないことを証明します。

　　　年　　　月　　　日
所在地　与謝野町字○○１２３番地

証明者　

氏名　　与謝野　太郎　印

記

	技術者の氏名
	与謝野　太郎
	生年月日
	S46.7.10
	使用された

期　　　間
	Ｈ２４年４月から

	使用者の商号
又  は  名  称
	株式会社　△△建設
	
	Ｈ２６年３月まで

	工事種別
	土　木　工事に関する実務の経験を有する。

	法該当区分

(該当する区分に○)
	イ　建設業法7条第2号イ(高校の関連学科卒業後5年以上又は大学の関連学科卒業後3年以上の実務経験者)

 eq \o\ac(○,ロ)　建設業法7条第2号ロ（10年以上の実務経験者）

	学歴
	卒業年月
	学　校　名
	専攻科目

	
	年　　月
	
	

	職名
	実　務　経　験　の　内　容
	実 務 経 験 年 数

	工事主任
	町道○○線道路改良工事　他２件
	H24年4月から
	H24年10月まで

	工事主任
	町道○○線道路改良工事　他５件
	24年12月から
	26年3月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	
	
	年　月から
	　年　月まで

	証明者と被証明者との関係
	本人
	合計　　満　1年　3月


記載要領

4. 学歴は、本証明書記載の技術者が、建設業法第7条第2号イに該当する場合のみ記入すること。
5. 工事種別の欄は、実務経験を証明する建設業に係る建設工事の種類を記載すること。
6. 「実務経験の内容」の欄は、従事した主な工事名等を具体的に記載すること。

[image: image1.emf]
記載例１（勤務先証明用）


現在の勤務先だけで１０年以上の実務経験を満たす場合、この記載例を参考に作成し、提出してください。なお、以前の勤務先の実務経験も加算する場合は、別途、記載例２を参考に作成し、提出してください。





記載例２（本人証明：自己申告用）


以前の勤務先の実務経験を加算する場合、この記載例を参考に作成し、提出してください（以前の勤務先が複数ある場合、勤務先毎に作成してください）。


なお、実務経験について、以前の勤務先に証明していただく必要はありません。証明者は技術者本人としてください。





現在の勤務先だけで１０年以上の実務経験を満たす場合、記載例１（勤務先証明用）を参考に作成してください。その場合、証明者は被証明者の使用者である法人の代表者又は個人の事業主としてください。また、以前の勤務先の実務経験を加算する場合は、別途、記載例２（自己申告用）を参考に作成し、提出してください。その場合、証明者は技術者本人としてください。





記載例説明





実務経験の内容は工事種別欄に記入した工事種別に合致するものであること。





職名は具体的に記入する。


（例）


工事主任


工事係長


工事課長補佐


工事課長





※工事現場の単なる雑務や事務系の仕事に関する経験は実務経験とは見なされない。





建設業に係る建設工事の種別を記入する。





実務経験年数は重複しないこと。(※注1)





実務経験年数の合計を記入する。





実務経験を得た当時の商号又は名称を記入する。





法該当区分が「ロ」に該当する場合は、学歴欄の記入は不要です。





（注1）


各工事毎の実務経験年数は、各一月を減じて計算すること。


（例：工事期間が1月～6月の場合は、5ヶ月として計算。）


各工事の期間が連続している場合は、連続している期間全体から一月を減じて計算すること。


（例：A工事1月～5月、B工事6月～10月の場合で、A工事とB工事の工期が連続している場合は、9ヶ月として計算。）


通年にわたってきれめなく建設工事が続く場合には、その年の代表的工事の件名を記入し、その他の工事は「他○件」として、１年分を１行にまとめる。（実務経験10年で申請する場合は 10行以上記入する）
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